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① 

10 
 

問 12 次の年表に示したＥ～Ｈの時期のうち、シナイ半島がイスラエルからエジプトに返

還された時期として最も適当なものを下の中から選びなさい。解答番号は 36。（３点） 

 

 Ｅ  

1964 年 パレスチナ解放機構（PLO）が設立された 

 Ｆ  

1979 年 エジプト=イスラエル平和条約が締結された 

 Ｇ  

1991 年 湾岸戦争が起こった 

 Ｈ  

 

a Ｅ      b Ｆ      c Ｇ      d Ｈ 

 
数 　 学

※マーク解答用紙の受験科目欄に、受験する科目のマークを忘れずに記入してください。
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［１］ 次の問いに答えなさい。(25 点) 

問１ 

7

3 2 の整数部分を a，小数部分を bとするとき，  

aの値は １ であり，b b
1
の値は ２ である。(3 点×2) 

 １ の選択肢 

a 3 b 4 c 5 d 6 

 ２ の選択肢 

a 2  b 2 2  c 3 2  d 4 2   

問２ 1 から 9 までの自然数全体の集合を Uとする。Uの 3 つの部分集合 A，

B，Cは，A {1，3，6，7}，B  {1，2，8，9}，B∩C  {1，8，9}， 

B∪C  {1，2，4，7，8，9}を満たす。このとき，A∪Bの要素は全部で 

 ３ 個あり，Cの要素は全部で ４ 個ある。(3 点×2) 

 ３ の選択肢 

a 4 b 5 c 6 d 7 

 ４ の選択肢 

a 4 b 5 c 6 d 7 

  

① 

2 
 

問３ 図のように，点 O を中心とし，半径が 5

の円 O と，点 O′を中心とし，半径が 3 の

円 O′が点 P で外接し，直線は円 O，O′

に，それぞれ点 A，B で接している。この

とき，線分 AB の長さは ５ である。ま

た，直線 O′A と直線 OB との交点を Q と

すると，△OQA と△OO′B の面積比は 

 ６ である。(3 点×2)  

 ５ の選択肢 

a 15  b 17  c 2 15  d 2 17  

 ６ の選択肢 

a 5：9 b 5：8 c 25：24 d 64：25 

問４ 箱の中に赤玉 7 個，白玉 5 個の計 12 個の玉が入っている。箱の中から 3

個の玉を同時に取り出す。このとき，赤玉 2 個と白玉 1 個を取り出す確率は 

 ７ であり，取り出す白玉の個数の期待値は ８ 個である。ただし，箱

の中からどの玉を取り出すことも同様に確からしいものとする。(3 点，4 点) 

 ７ の選択肢 

a 7
44  b 7

22  c 21
44  d 7

11   

 ８ の選択肢 

a 5
4  b 3

2  c 7
4  d 2 

  

O

O′

A

BP

ℓ

Q

―数 3―

① 

1 
 

［１］ 次の問いに答えなさい。(25 点) 

問１ 

7

3 2 の整数部分を a，小数部分を bとするとき，  

aの値は １ であり，b b
1
の値は ２ である。(3 点×2) 

 １ の選択肢 

a 3 b 4 c 5 d 6 

 ２ の選択肢 

a 2  b 2 2  c 3 2  d 4 2   

問２ 1 から 9 までの自然数全体の集合を Uとする。Uの 3 つの部分集合 A，

B，Cは，A {1，3，6，7}，B  {1，2，8，9}，B∩C  {1，8，9}， 

B∪C  {1，2，4，7，8，9}を満たす。このとき，A∪Bの要素は全部で 

 ３ 個あり，Cの要素は全部で ４ 個ある。(3 点×2) 

 ３ の選択肢 

a 4 b 5 c 6 d 7 

 ４ の選択肢 

a 4 b 5 c 6 d 7 

  

① 

2 
 

問３ 図のように，点 O を中心とし，半径が 5

の円 O と，点 O′を中心とし，半径が 3 の

円 O′が点 P で外接し，直線は円 O，O′

に，それぞれ点 A，B で接している。この

とき，線分 AB の長さは ５ である。ま

た，直線 O′A と直線 OB との交点を Q と

すると，△OQA と△OO′B の面積比は 

 ６ である。(3 点×2)  

 ５ の選択肢 

a 15  b 17  c 2 15  d 2 17  

 ６ の選択肢 

a 5：9 b 5：8 c 25：24 d 64：25 

問４ 箱の中に赤玉 7 個，白玉 5 個の計 12 個の玉が入っている。箱の中から 3

個の玉を同時に取り出す。このとき，赤玉 2 個と白玉 1 個を取り出す確率は 

 ７ であり，取り出す白玉の個数の期待値は ８ 個である。ただし，箱

の中からどの玉を取り出すことも同様に確からしいものとする。(3 点，4 点) 

 ７ の選択肢 

a 7
44  b 7

22  c 21
44  d 7

11   

 ８ の選択肢 

a 5
4  b 3

2  c 7
4  d 2 

  

―数 2―



① 

1 
 

［１］ 次の問いに答えなさい。(25 点) 

問１ 

7

3 2 の整数部分を a，小数部分を bとするとき，  

aの値は １ であり，b b
1
の値は ２ である。(3 点×2) 

 １ の選択肢 

a 3 b 4 c 5 d 6 

 ２ の選択肢 

a 2  b 2 2  c 3 2  d 4 2   

問２ 1 から 9 までの自然数全体の集合を Uとする。Uの 3 つの部分集合 A，

B，Cは，A {1，3，6，7}，B  {1，2，8，9}，B∩C  {1，8，9}， 

B∪C  {1，2，4，7，8，9}を満たす。このとき，A∪Bの要素は全部で 

 ３ 個あり，Cの要素は全部で ４ 個ある。(3 点×2) 

 ３ の選択肢 

a 4 b 5 c 6 d 7 

 ４ の選択肢 

a 4 b 5 c 6 d 7 

  

① 

2 
 

問３ 図のように，点 O を中心とし，半径が 5

の円 O と，点 O′を中心とし，半径が 3 の

円 O′が点 P で外接し，直線は円 O，O′

に，それぞれ点 A，B で接している。この

とき，線分 AB の長さは ５ である。ま

た，直線 O′A と直線 OB との交点を Q と

すると，△OQA と△OO′B の面積比は 

 ６ である。(3 点×2)  

 ５ の選択肢 

a 15  b 17  c 2 15  d 2 17  

 ６ の選択肢 

a 5：9 b 5：8 c 25：24 d 64：25 

問４ 箱の中に赤玉 7 個，白玉 5 個の計 12 個の玉が入っている。箱の中から 3

個の玉を同時に取り出す。このとき，赤玉 2 個と白玉 1 個を取り出す確率は 

 ７ であり，取り出す白玉の個数の期待値は ８ 個である。ただし，箱

の中からどの玉を取り出すことも同様に確からしいものとする。(3 点，4 点) 

 ７ の選択肢 

a 7
44  b 7

22  c 21
44  d 7

11   

 ８ の選択肢 

a 5
4  b 3

2  c 7
4  d 2 

  

O

O′

A

BP

ℓ

Q

―数 3―

① 

1 
 

［１］ 次の問いに答えなさい。(25 点) 

問１ 

7

3 2 の整数部分を a，小数部分を bとするとき，  

aの値は １ であり，b b
1
の値は ２ である。(3 点×2) 

 １ の選択肢 

a 3 b 4 c 5 d 6 

 ２ の選択肢 

a 2  b 2 2  c 3 2  d 4 2   

問２ 1 から 9 までの自然数全体の集合を Uとする。Uの 3 つの部分集合 A，

B，Cは，A {1，3，6，7}，B  {1，2，8，9}，B∩C  {1，8，9}， 

B∪C  {1，2，4，7，8，9}を満たす。このとき，A∪Bの要素は全部で 

 ３ 個あり，Cの要素は全部で ４ 個ある。(3 点×2) 

 ３ の選択肢 

a 4 b 5 c 6 d 7 

 ４ の選択肢 

a 4 b 5 c 6 d 7 

  

① 

2 
 

問３ 図のように，点 O を中心とし，半径が 5

の円 O と，点 O′を中心とし，半径が 3 の

円 O′が点 P で外接し，直線は円 O，O′

に，それぞれ点 A，B で接している。この

とき，線分 AB の長さは ５ である。ま

た，直線 O′A と直線 OB との交点を Q と

すると，△OQA と△OO′B の面積比は 

 ６ である。(3 点×2)  

 ５ の選択肢 

a 15  b 17  c 2 15  d 2 17  

 ６ の選択肢 

a 5：9 b 5：8 c 25：24 d 64：25 

問４ 箱の中に赤玉 7 個，白玉 5 個の計 12 個の玉が入っている。箱の中から 3

個の玉を同時に取り出す。このとき，赤玉 2 個と白玉 1 個を取り出す確率は 

 ７ であり，取り出す白玉の個数の期待値は ８ 個である。ただし，箱

の中からどの玉を取り出すことも同様に確からしいものとする。(3 点，4 点) 

 ７ の選択肢 

a 7
44  b 7

22  c 21
44  d 7

11   

 ８ の選択肢 

a 5
4  b 3

2  c 7
4  d 2 

  

―数 2―



① 

4 
 

問３ ( )y f x のグラフの頂点の y座標が負であるとき，k のとり得る値の範囲

は， 12 k である。 

 12 k のとき，0≦ x≦8 の範囲における ( )f x の最大値をM，最小値を

mとすると，Mについて， 

 12 k ≦ 13 のとき M   14  

 13 k のとき 2 15M k    

である。 

また， 12 k ≦ 13 の範囲におけるM m の最小値は 15 であ

る。(4 点×4) 

 12 の選択肢 

a 0 b 1 c 2  d 3 

 13 の選択肢 

a 4 b 5 c 6 d 7 

 14 の選択肢 

a k 18 79  b k 10 31  

c  2 2 15k k  d   2 2 15k k  

 15 の選択肢 

a 0 b 4 c 9 d 16 

  

① 

3 
 

［２］ kを正の定数とする。 xの 2 次関数    2( ) 2 2 15f x x kx k がある。 

(25 点) 

問１ ( )y f x のグラフの頂点の y座標は ９ である。(3 点) 

 ９ の選択肢 

a  2 15k  b k 2 15   

c   2 2 15k k  d  2 2 15k k  

問２ ( )y f x のグラフが原点を通るときの kの値は 10 であり，このとき，

( )y f x のグラフが x軸から切り取る線分の長さは 11 である。 

(3 点×2) 

 10 の選択肢 

a 15
8  b 5

2  c 15
4  d 15

2  

 11 の選択肢 

a 15
4  b 5 c 15

2   d 15 
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［３］ 1 辺の長さが 6 の正四面体 ABCD がある。辺 BC の中点を M，頂点 A

から平面 BCD に下ろした垂線と平面 BCD との交点を H とすると，点 H は

線分 DM 上にある。(25 点)  

問１ AM  16 ，cos∠AMD  17 ，MH  18 である。(3 点×3) 

 16 の選択肢 

a 3 3  b 6 c 3 5  d 3 6  

 17 の選択肢 

a 1
5  b 1

4  c 1
3  d 1

2  

 18 の選択肢 

a 1
2  b 2

2  c 3
2  d 3  

問２ sin∠ADM  19 であり，△ADH の面積は 20 である。 

(4 点×2) 

 19 の選択肢 

a 1
3  b 2

3  c 3
3  d 6

3  

 20 の選択肢 

a 6 b 6 2  c 6 3  d 6 6  

  

① 

6 
 

問３ 正四面体ABCDに内接する球の中心をOとし，この球の半径を rとする。

このとき，四面体 OBCD の体積を rを用いて表すと， 21 となり， 

rの値は 22 である。(4 点×2) 

 21 の選択肢 

a 3r  b 3 3r  c 6 3r  d 9 3r  

 22 の選択肢 

a 6
6  b 6

3  c 6
2  d 6  

  

―数 7―
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a 1
2  b 2

2  c 3
2  d 3  

問２ sin∠ADM  19 であり，△ADH の面積は 20 である。 

(4 点×2) 

 19 の選択肢 

a 1
3  b 2

3  c 3
3  d 6

3  

 20 の選択肢 

a 6 b 6 2  c 6 3  d 6 6  

  

① 

6 
 

問３ 正四面体ABCDに内接する球の中心をOとし，この球の半径を rとする。

このとき，四面体 OBCD の体積を rを用いて表すと， 21 となり， 

rの値は 22 である。(4 点×2) 

 21 の選択肢 

a 3r  b 3 3r  c 6 3r  d 9 3r  

 22 の選択肢 

a 6
6  b 6

3  c 6
2  d 6  

  

―数 6―



① 

5 
 

［３］ 1 辺の長さが 6 の正四面体 ABCD がある。辺 BC の中点を M，頂点 A
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―数 7―
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① 

8 
 

問２ 下の表は，20 人の生徒のうち，5 人の生徒 A，B，C，D，E の数学のテス

トの得点と英語のテストの得点を表したものである。5 人の生徒 A，B，C，

D，E の数学のテストの得点と英語のテストの得点の共分散は 28 であり， 

相関係数は 29 である。(4 点×2) 

 28 の選択肢 

a 2.2 b 2.4 c 2.6 d 2.8 

 29 の選択肢 

a 55
32  b 11

32  c 22
8  d 11 10

40  

 A B C D E 

数学の得点(点) 10 6 5 6 8 

英語の得点(点) 9 5 6 7 8 

① 

7 
 

［４］ 20 人の生徒に，10 点満点の数学のテストと 10 点満点の英語のテスト

をそれぞれ行った。下の表は，数学のテストの得点を表したものであり，x，

yは 1 以上の整数である。なお，テストの得点はすべて整数であり，数学の

テストの得点が 4 点以下の生徒は存在せず，20 人の生徒の数学のテストの得

点の最頻値は 9 点であった。(25 点) 

問１ xのとり得る値のうち，最大の値は 23 である。 x   23 のとき， 

y   24 であり，20 人の生徒の数学のテストの得点の中央値は 25 点，

平均値は 26 点，分散は 27 である。(3 点，3 点，3 点，4 点，4 点) 

 23 の選択肢 

a 2 b 4 c 5 d 7 

 24 の選択肢 

a 2 b 4 c 5 d 7 

 25 の選択肢 

a 7 b 7.5 c 8 d 8.5 

 26 の選択肢 

a 7 b 7.5 c 8 d 8.5 

 27 の選択肢 

a 2.75 b 3 c 3.25 d 3.5 

数学の得点(点) 5 6 7 8 9 10 計 

人数(人) x 2 3 4 y 2 20 

 

―数 9―
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―数 8―



［１］ 1 2 3 4 5 6 7 8
b b d b c c c a

［２］ 9 10 11 12 13 14 15
c d d d a a d

［３］ 16 17 18 19 20 21 22
a c d d b b c

［４］ 23 24 25 26 27 28 29
b c c b a a d
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